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安全に関するご注意
この章では、安全に関する注意事項を確認します。
 

全般的な安全に関する注意
安全のため、次のルールに従ってください。
– システムの周辺は清潔にし、物を置かないでください。
– 本体の上面カバーや、システムから取り外したシステムコンポー

ネントは、机の上に置き、不注意で踏みつけることがないように
してください。

– システムを操作するときは、ネクタイやボタンを外したシャツの
袖など、身体にフィットしない衣類は着用しないでください。電
気回路と接触したり、冷却ファンに巻き込まれたりする可能性が
あります。

– アクセサリー類や金属製の物は身体から外してください。伝導
性に優れているため、通電しているプリント回路基板などに接触
すると、回路がショートして怪我を負う可能性があります。

!

警告!

主電源の遮断：
主電源プラグが電源ソケットに挿入されるとすぐに電源供給が開始
されます。
ただし、主電源スイッチを備えたデバイスの場合、主電源スイッチ

（オン／オフ）がオン位置にある場合のみ、デバイスの動作が可能で
す。主電源プラグがソケットから抜かれると、デバイスへの電源供給
は完全に遮断されます。

1
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!

警告!

ハウジングの取り外し：
感電防止のため、ハウジングの取り外しは、有資格のサービススタッ
フのみが行ってください。
ハウジングを取り外す前に、プラグを必ず主電源ソケットから抜い
て、ハウジングを取り外している間は遮断したままにする必要があり
ます。修理は有資格のサービススタッフのみが行ってください。ユ
ーザーはいかなる修理も行わないでください。

!

警告!

電源ケーブルおよび AC アダプター：
本製品を設置する際には、付属品または指定の接続ケーブル、電源ケ
ーブル、および AC アダプターを使用してください。他のケーブルや
アダプターを使用すると、動作不良や火災の原因となる可能性があり
ます。電気用品安全法では、他の電気デバイスに対して UL または
CSA 認可ケーブル（UL/CSA マークがコードに表記）を使用すること
を禁止しています。

!

警告!

リチウムイオン電池：
この電池を誤って装着すると、爆発するおそれがあります。空の電池
を交換する場合は、必ず同じものまたは製造元が推奨する同等品を使
用してください。
使用済みの電池は慎重に処理してください。電池を破損しないよう
にしてください。電池が破損すると、環境に有害な物質が出る場合が
あります。
空の電池は、製造元の指示に従って廃棄してください。
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!

警告!

この製品で使用される鉛はんだ材を取り扱う際には、カリフォルニア
州で先天的欠損症およびその他の生殖機能障害を引き起こす可能性
のある化学物質リストに記載され、一般に周知されている鉛に曝露す
るおそれがあります。

注意!

静電気の影響を受けやすいデバイス：
静電気放電を防ぐには、CMOS/MOSFET 保護対策を正しく実行する
必要があります。
静電気の影響を受けやすいプリント回路基盤を取り扱う際は、静電気
除去リストストラップを着用し、ESD 安全事項に従ってください。

注意!

本機の設置は、該当する電気法規に従って有資格者が行ってくださ
い。

廃棄
Bosch 製品は、再利用が可能な高品質の材質やコンポ
ーネントを使用して開発、製造されています。
この記号は、使用済みの電子および電気機器を家庭用の
ごみと分別して、廃棄しなければならないことを示して
います。
EU では、使用済みの電気および電子機器製品を個別に
回収するシステムがあります。これらの機器は、お住ま
いの地域の廃棄物収集またはリサイクルセンターで廃
棄してください。

電気的な安全に関する注意
作業者の安全を守り、システムが損傷しないように、電気的な安全に
関する基本的な注意事項に従ってください。

 

1.2
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– 本体の電源オン／オフスイッチ、部屋の緊急電源オフスイッチ、
切断スイッチ、電源コンセントなどの位置に注意してください。
電気的な事故が発生したら、システムの電源をすばやくオフにし
ます。

– 高電圧コンポーネントを扱うときは、1 人で作業しないでくださ
い。

– メインシステムのコンポーネント（マザーボード、メモリーモジ
ュールなど）を取り外したり取り付けたりするときは、必ず電源
をシステムから遮断してください。電源を遮断するときは、まず
システムの電源をオフにし、システムのすべての電源モジュール
から電源コードを抜きます。

– むき出しの電気回路の周囲で作業するときは、電源オフの方法が
わかっている別の作業者に近くにいてもらい、必要に応じて電源
をオフにしてもらいます。

– 通電している電気機器を操作するときは、片手のみを使用してく
ださい。これは、閉回路による感電を防ぐためです。金属製の工
具を使用する場合は、慎重に作業してください。接触することで
電子部品や回路基板が簡単に破損してしまう場合があります。

– 電源コードにはアースプラグが付いており、アース端子付きの電
源コンセントに差し込まれている必要があります。ユニットに
は複数の電源コードが付いています。感電防止のため、作業を行
う前に両方の電源コードを抜いてください。

– ヒューズで固定されている交換可能なメインボード：メインボー
ドの PTC（正温度係数）ヒューズを自分で設置しなおす場合、そ
の交換は、熟練したサービス技術者のみが行ってください。新し
いヒューズは、交換前のヒューズと同じまたは同等のものである
必要があります。詳細については、テクニカルサポートに問い合
わせてサポートを受けてください。

!

注意!

メインボードの電池：オンボードの電池を上下逆に取り付けると、極
性が反転し、爆発する危険性があります。この電池を交換する場合
は、必ず同じものまたは製造元が推奨する同等品（CR2032）のみを
使用してください。使用済みの電池は、製造元の指示に従って廃棄し
てください。
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ESD に関する注意
電荷量が異なる 2 つの物体が接触しようとすると、静電気（ESD）が
発生します。静電気がこの差異をなくすために生じるため、電気部品
やプリント回路基板に損傷を与えることがあります。通常、接触前に
この差異をなくして機器を ESD から保護するには、次の方法で十分で
す。
– 静電気を抑えるために設計されたマットを感電防止のために使

用しないでください。代わりに、絶縁体として専用に設計された
ゴム製のマットを使用してください。

– 静電気を防止するために設計された、アース端子付きのリストス
トラップを使用してください。

– すべての部品およびプリント回路基板（PCB）は、使用するまで
静電気防止用の袋に入れておいてください。

– アースに接続された金属に触れてから、基板類を静電気防止用の
袋から取り出します。

– 部品や printed circuit boards が衣類に触れないようにしてく
ださい。リストストラップを装着していても、衣類の方が帯電し
ていることがあります。

– 基板を扱うときは、基板の縁のみに触れてください。部品、周辺
チップ、メモリーモジュール、接続部などには触れないでくださ
い。

– チップやモジュールを扱うときは、ピンに触れないでください。
– メインボードや周辺機器を使用しないときは、静電気防止用の袋

に戻してください。
– コンピューター本体シャーシは、電源、ケース、取付留め具、メ

インボードなどの間で伝導性が優れていてアースとして使用で
きます。

操作に関する注意
システムの稼動時には、本体カバーを必ず取り付けて冷却が適切に行
われるようにしてください。この指示に従わないと、システムに保証
対象外の損傷が発生する場合があります。

 

1.3
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注意：
使用済みの電池は慎重に処理してください。電池を破損しないように
してください。電池が破損すると、環境に有害な物質が出る場合があ
ります。使用済みの電池をゴミ箱や公共のごみ廃棄場に捨てないでく
ださい。お住まいの地域の有害廃棄物の管理機関が定める規則に従っ
て、使用済みの電池を正しく処分してください。
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利用可能なマニュアル
本マニュアルは、さまざまな言語で提供されています。オンライン製
品カタログから、すべてのマニュアルを入手できます。

Bosch Security Systems 製品の資料は次の方法で探すことができま
す：
4 任意のブラウザを開く > 「www.boschsecurity.com」を入力 >

国と地域の選択 > 製品の検索を開始 > 検索結果から製品を選択
し、既存のマニュアルを表示

2
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システムの概要
DIVAR IP 2000 システムは、低価格で使いやすい、オールインワンの
録画管理ソリューションで、16 チャンネルまでのネットワーク監視シ
ステムに対応しています。すべてのチャンネルが事前にライセンス済
みです。Bosch のフル録画ソリューションを提供する
DIVAR IP 2000 は、プロフェッショナルビデオ録画ソリューションと
高い操作性を併せ持つインテリジェントな IP ストレージデバイスで
す。
DIVAR IP 2000 は、4 ベイミニタワーユニットに高度かつ最新の録画
管理機能を組み合わせた、コスト効率の高い単体動作可能なプラグア
ンドプレイ IP 録画アプライアンスです。「第 2 世代」NVR 録画ソリュ
ーションを求めている、IT に精通されたお客様を想定した製品です。
DIVAR IP 2000 は、低価格でエネルギー効率の高い組み込み型設計を
採用し、優れた Bosch 品質を備えています。
インストールと操作が簡単な DIVAR IP 2000 では、ウィザードベース
のセットアップおよび集中管理の機能を備えており、インストール時
間を短縮することができます。すべてのコンポーネントは事前にイン
ストールされ、設定済みになっています。ネットワークに接続して装
置の電源を入れるだけです。 DIVAR IP 2000 は、箱から出してすぐに
録画を開始することができます。
DIVAR IP 2000 は、前面パネル側から交換可能な SATA-II ハードディ
スクドライブをサポートしています。すべてのシステムソフトウェア
は事前にインストール、アクティベートされています。すぐに使用で
きるビデオ録画アプライアンスです。

デバイス図
本体の前面および背面には複数の LED があります。LED によって、
システム全体の状態および特定のコンポーネントのアクティビティや
ヘルスチェック情報を知ることができます。

3

3.1
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正面図：

1

52 3 4

6

1 前面カバーのロック 4 LAN アクティビティ LED

2 電源オン／オフ LED 5 システムステータス LED

3 ハードディスクアクセス
LED

6 個々のハードディスク LED
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DIVAR IP 背面図：

2 3 4 51 6

1 eSATA（未使用）x1 4 USB 3.0 x2
注意：使用しないでくださ
い。

2 イーサネット（RJ45） x1 5 VGA（モニター）x1
注意：トラブルシューティン
グ専用。

3 USB 2.0×2
注意：トラブルシューティン
グ専用。

6 主電源接続 AC 100～240V
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LED の説明‐前面パネル
この章では、本体前面にある LED ディスプレイについて説明します。

LED イン
ジケータ

ー

LED の色 LED の状
態

説明

電源 LED N/A オフ 電源オフ

青 オン（デ
フォル
ト）

動作中

HDD LED N/A オフ ディスクアクセスなし

青 点滅 ディスクアクセス

LAN LED N/A オフ ネットワーク切断

青 オン ネットワーク接続済み

青 点滅 ネットワークアクティビティ

システム
LED

N/A オフ システムは通常の動作状態で起
動しています。

青 点滅 システムの起動中またはソフト
ウェアアップデートが実行中で
す。

赤 オン 未定義のソフトウェアエラーで
す。テクニカルサポートに問い
合わせてください。

個々のハ
ードディ
スク LED

N/A オフ（デ
フォル
ト）

このベイには、ハードディスクド
ライブが設定されていません。

青 オン ハードディスクドライブが動作
しています。

3.2
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LED イン
ジケータ

ー

LED の色 LED の状
態

説明

青 点滅 ハードディスクドライブが最適
の状態ではありません。注意が
必要です。

赤 オン このベイには、ハードディスクド
ライブが設定されていますが動
作していません。

LAN ポート LED の説明‐背面パネル
この章では、本体の背面の LAN ポート LED について説明します。

LAN コネクター：

1 2

Nr LED インジ
ケーター

LED の色 LED の状
態

NIC の状態

1 RJ45 LED
（左側）

N/A オフ 接続なし、または 10Mb
／秒

緑 オン 100Mb／秒

黄色 オン 1000Mb／秒

2 RJ45 LED
（右側）

黄色 オン 接続中

黄色 点滅 送信または受信中

3.3

DIVAR IP 2000 システムの概要 | ja 15

Bosch Sicherheitssysteme GmbH 2014.07 | V1 | DOC



本体のセットアップ
この章では、本体へのコンポーネントの取り付けや、メンテナンスの
実行に必要な手順について説明します。

!

注意!

この本体のセットアップや保守を行う前に、マニュアルに記載されて
いる警告および注意事項を確認してください。

ハードディスクを追加または交換する場合は、次の前提条件を確認し
てください。

前提条件：
– DIVAR IP では、偶数のハードディスク（2 台または 4 台）のみ

をサポートしています。
– ベイ 1 およびベイ 2 には、かならずハードディスクを装着する必

要があります。
– ユニットのハードディスクはすべて同じ容量である必要があり

ます。

注意!

ハードディスクはシステムの初期起動前に挿入してください。

関連項目：
– 安全に関するご注意, ページ 4
– ハードドライブの取り付け, ページ 17

ハードドライブトレイの取り外し
ドライブはドライブキャリアに取り付けられていて、本体への取り付
けや取り外しが簡単です。キャリアを使用することで、ドライブベイ
のエアフローをより適切にできます。

本体からハードドライブトレイを取り外すには、次の手順を実行しま
す。
1. システムをオフにします。

4
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2. ドライブキャリアのリリースボタンを押します。ドライブキャ
リアのハンドルが出てきます。

3. ハンドルを使用して、ドライブキャリアを本体から引き出しま
す。

4. 新しいドライブを取り付けたドライブキャリアを本体ベイに挿
入し、ドライブキャリアハンドルが完全に閉まった状態にしま
す。

注意!

短時間の場合を除き、ベイからハードドライブを取り外した状態で本
機を作動させないでください。

ハードドライブの取り付け
ドライブはドライブキャリアに取り付けられています。

ハードドライブをドライブキャリアに取り付けるには、次の手順を実
行します。
1. キャリアからドライブを取り外します。
2. 新しいドライブをキャリアに取り付けます。このとき、プリント

回路基板面を下にして、取付穴がキャリアの取付穴と揃うように
します。

3. ドライブキャリアを本体ベイに装着し直して、ドライブキャリア
ハンドルが完全に閉まった状態にします。

注意!

それぞれのハードディスクドライブは Bosch 製の使用をお勧めしま
す。このハードディスクドライブは、クリティカルコンポーネントで
あるため、有効な故障率に基づいて Bosch がセレクトしています。
Bosch 以外から提供された HDD はサポートされていません。サポ
ートされる HDD については、Bosch オンライン製品カタログのデー
タシートを参照してください。

 

4.2
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インストール - 最初の手順
DIVAR IP システムは、工場出荷時に設定ウィザードが事前インストー
ルされて出荷されます。

セットアップに関する注意事項
デフォルトでは、すべての DIVAR IP システムは、ローカルネットワ
ークの DHCP サーバーから使用可能なネットワークアドレスを取得
するように設定されています。小規模なネットワークでは、この機能
は一般的にインターネットルーターによって提供されます。ネットワ
ーク上に DHCP サーバーが存在しない場合、DIVAR IP は次のネット
ワーク設定を使用します。
– IP アドレス：192.168.0.200
– サブネットマスク：255.255.255.0

注意!

オペレーティングシステムの設定を変更しないことを強くお勧めし
ます。オペレーティングシステムには、トラブルシューティングの場
合にのみアクセスしてください。変更を行うと、システムの動作不良
が発生する可能性があります。

本機の接続
DIVAR IP システムは箱から出してすぐに使える準備が整っています。
このアプリケーションは、ネットワーク監視システムに対応したソリ
ューションを使用するための、インストールが簡単で直観的な機能を
提供しています。

本機を接続します。
1. ネットワークに本機とカメラを接続します。
2. 本機を電源に接続します。
3. 本機をオンにします。

一連のスクリプトにより、重要なセットアップタスクが実行され
ます。これには、数分かかります。コンピューターの電源を切ら
ないでください。
注意：この初期設定中にはシステム LED が点滅します。システ

5

5.1

5.2
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ムの動作準備が完了すると、システム LED の点滅が止まります。
これで、ネットワーク内の任意のブラウザから、DIVAR IP の Web
ベースウィザードページにアクセスできるようになります。こ
の Web ベースウィザードページを使用して、システムの基本設
定を行います。

関連項目：
– デバイス図, ページ 11
– 基本設定, ページ 20
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基本設定
DIVAR IP 2000 には、より小さなシステムの基本設定を迅速に行うた
めの使いやすい設定ウィザードが用意されています。
設定ウィザードを使用して基本設定を行うには、次の手順を実行しま
す。
1. ネットワーク内の任意の PC で Web ブラウザーを開き、アドレ

スバーに DIVAR IP の IP アドレスを入力して ENTER キーを押
します。設定ウィザードのようこそページが表示されます。
注意：
IP アドレスがわからない場合は、次の手順に従います。
– ネットワーク内に DIVAR IP 2000 が 1 台だけ存在する場

合：
「http://mydivar」または「https://mydivar」を入力
して、ENTER キーを押します。設定ウィザードのようこそ

ページが表示されます。
!!「mydivar」は、DIVAR IP が同じネットワーク内に 1 台
のみの場合（複数の DIVAR IP が存在しない場合）に使用し
てください!!

– 同じネットワーク内に複数の DIVAR IP 2000 が存在する場
合：
IP Helper ツールを使用して、すべてのデバイスとその IP
アドレスを表示します。このツールは、DIVAR IP 2000 の
製品ページのオンラインカタログから入手できます。

2. ようこそページで言語を選択して、［Start configuration］をク
リックします。

3. ウィザードの画面を移動して、指示に従います。各ページには、
その使用方法が表示されます。

4. 設定ウィザードを完了すると、システムの基本設定が有効になり
ます。基本設定を拡張する必要がある場合は、詳細設定を使用し
ます。

関連項目：
– IP Helper ツールの使用, ページ 29
– 詳細設定, ページ 21

6
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詳細設定
詳細設定では、要件に応じてシステムを設定できます。

詳細設定を使用するには、次の手順に従います。
1. ネットワーク内の任意の PC で Web ブラウザーを開きます。
2. Web ブラウザーのアドレスバーに「http://mydivar/

configurationsite」または「http://<DIVAR IPの IPア

ドレス>/configurationsite」を入力して、ENTER キーを押
します。設定が表示されます。
注意：DIVAR IP のユーザーインターフェースをすでに開いてい
る場合は、［設定］タブをクリックします。

3. 右側のツリー構造で、変更を行うページを選択します。
– ［Video devices］ページ

デバイスの追加および削除
動体検出設定の定義

– ［録画］ページ
フェーズの定義
フェーズへのプロパティの割り当て

– ［アラーム］ページ
シナリオの定義
アクションの追加および削除
E メールプロパティの設定

– ［リモートアクセス］ページ
ダイナミック DNS プロバイダーの選択
DIVAR IP 2000 への接続のテスト

– ［システム］ページ
アカウントの作成
ストレージモードの定義
パスワードの設定
タイムゾーン、日時の設定
言語の選択
システムのメンテナンス

4. 変更を行って設定を保存します。

7
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注意!

各ページのヘルプを利用してください。

関連項目：
– 基本設定, ページ 20
– システムのモニタリング, ページ 23
– IP Helper ツールの使用, ページ 29
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システムのメンテナンス
システムのモニタリング
DIVAR IP 2000 Dashboard は、DIVAR IP 2000 システムのステータ
スをネットワーク内の任意の PC から監視するために使用します。
DIVAR IP 2000 Dashboard は、DIVAR IP 2000 の情報を提供します。
DIVAR IP 2000 Dashboard を使用して DIVAR IP 2000 を設定するこ
とはできません。システムを設定するには、まず設定ウィザードを使
用して基本設定を行い、（必要に応じて）詳細設定の［設定］メニュー
を開きます。

DIVAR IP 2000 Dashboard を使用するには、次の手順に従います。
1. ネットワーク内の任意の PC で Web ブラウザーを開きます。
2. Web ブラウザーのアドレスバーに「http://mydivar/

dlacockpit」または「http://<DIVAR IPの IPアドレス>/
dlacockpit」を入力して、ENTER キーを押します。DIVAR IP

2000 Dashboard が表示されます。
注意：DIVAR IP のユーザーインターフェースをすでに開いてい
る場合は、［Dashboard］タブをクリックします。

3. 右側のツリー構造で、システム情報を取得するページを選択しま
す。
– ［System information］ページ

ステータスおよびハードディスクドライブ情報（カメラの
数、ハードディスクドライブのステータスなど）が表示され
ます。

– ［ログブック］ページ
ログブック情報が表示されます。

– ［Device monitor］ページ
接続されているすべてのデバイスが表示されます。
システムソフトウェアを更新するための［Update
manually...］ボタンがあります。

8
8.1
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注意!

各ページのヘルプを利用してください。

関連項目：
– 基本設定, ページ 20
– 詳細設定, ページ 21

ユニットのリカバリー
次の手順では工場出荷時のデフォルトイメージの復元方法について説
明します。

注意!

DIVAR IP をリカバリーする前に設定のバックアップを取ることをお
勧めします。

ユニットを工場出荷時のデフォルトイメージに復元する方法
1. ユニットを起動して、BIOS のパワーオン時のセルフテスト期間

中に F7 キーを押します。
リカバリーメニューが表示されます。

注意!

VGA モニター、キーボード、マウスがユニットに接続されていること
を確認してください。

2. 次のいずれかを選択します。
– （工場出荷時のデフォルトイメージに復元して HDD のすべ

てのデータを消去します）
または

– （工場出荷時のデフォルトイメージに復元しますが、HDD の
データは削除されません）

注意：
設定は Windows で実行されます。画面には処理の進行状況が
パーセンテージで表示されます。

 

8.2
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注意!

処理中はユニットの電源を切らないでください。電源を切るとリカ
バリーメディアが損傷します。

3. ユニットがリカバリーメディアから起動します。設定に成功し
たら、［YES］をクリックしてシステムを再起動します。

4. オペレーティングシステムの初期設定は Windows で実行され
ます。Windows の設定が完了すると、ユニットが再起動します。

5. ユニットの再起動後、工場出荷時の設定がインストールされま
す。

関連項目：
– 設定のバックアップ, ページ 25

設定のバックアップ
次の手順では設定のバックアップ方法について説明します。

注意!

設定のバックアップは、必要な場合に最新のバックアップを常に利用
できるように頻繁に取ることをお勧めします。

設定をバックアップするには、次の手順に従います。
1. DIVAR IP の設定で［システム］を展開して、［サービス］をクリ

ックします。
2. 設定をバックアップするには、［Back up］をクリックします。

ダイアログボックスが表示されます。
3. ［保存］をクリックします。設定が保存される場所は、ブラウザ

ーの設定によって異なります。
注意：バックアップファイル用の特定のターゲットディレクトリ
を選択する場合は、［保存］ボタンの右側の矢印をクリックして、

［名前を付けて保存］をクリックします。
4. バックアップを検索するには、Windows の［スタート］ボタン

をクリックし、検索ボックスに「downloads」と入力して ENTER

キーを押します。
バックアップファイルを含むダイアログボックスが表示されま
す。

 

8.3
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ハードディスクの追加および交換
ハードディスクを追加または交換する場合は、次の前提条件を確認し
てください。

前提条件：
– DIVAR IP では、偶数のハードディスク（2 台または 4 台）のみ

をサポートしています。
– ベイ 1 およびベイ 2 には、かならずハードディスクを装着する必

要があります。
– ユニットのハードディスクはすべて同じ容量である必要があり

ます。

注意!

ハードディスクはシステムの初期起動前に挿入してください。

2 ディスクユニットの拡張
2 ディスクユニットに 2 台のハードディスクを追加して拡張すること
ができます。

2 ディスクユニットにハードディスクを追加するには、次の手順に従
います。
1. 電源ボタンを押してユニットの電源をオフにします。
2. 新しいハードディスクを本体ベイに挿入して、ドライブキャリア

ハンドルが完全に閉まった状態にします。
3. 電源ボタンを押してユニットの電源をオンにします。
4. 任意のブラウザーで DIVAR IP Dashboard を開きます。これを

実行するには、Web ブラウザーのアドレスバーに「http://
mydivar/dlacockpit」または「http://<DIVAR IPの IP
アドレス>/dlacockpit」を入力して、ENTER キーを押します。
DIVAR IP 2000 Dashboard に、［設定］>［Disk management］
で設定を開く必要があるというメッセージが表示されます。

5. ［設定］をクリックして、設定を開きます。
6. ［システム］を展開して、［Disk management］をクリックしま

す。

8.4

8.4.1
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7. ハードディスクのストレージ容量をシステムに追加するには、表
示された指示に従います。

8. ハードディスクのセットアップが完了すると、ディスクキャリア
の右側にある各ディスクのステータス LED が青に変わります。

関連項目：
– 本体のセットアップ, ページ 16

HDD 無しユニットの拡張
HDD 無しユニットに 2 台または 4 台のハードディスクを追加して拡
張することができます。

HDD 無しユニットにハードディスクを追加するには、次の手順に従い
ます。
1. 新しいハードディスクを本体ベイに挿入して、ドライブキャリア

ハンドルが完全に閉まった状態にします。
2. 電源ボタンを押してユニットの電源をオンにします。
3. ユニットがハードディスクを新規と識別し、リカバリーメニュー

が自動的に起動されます。
リカバリー処理が完了すると、DIVAR IP ソフトウェアがインス
トールされます。ディスクキャリアの右側にある各ディスクの
ステータス LED が青に変わります。

4. 設定ウィザードを使用して基本設定を行います。

関連項目：
– 本体のセットアップ, ページ 16
– 基本設定, ページ 20

ハードディスクの交換
ハードディスクに障害が発生すると、ディスクキャリアの右側にある
各ディスクのステータス LED が赤に変わります。

ハードディスクを交換するには、次の手順に従います。
1. 障害が発生したハードディスクを取り外します。ハンドルを使

用して、ディスクキャリアをシャーシから引き出します。
注意：ハードディスクは本機の動作中に取り外すことができま
す。

2. 電源ボタンを押してユニットの電源をオフにします。

8.4.2

8.4.3
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3. 新しいハードディスクを本体ベイに挿入して、ドライブキャリア
ハンドルが完全に閉まった状態にします。

4. 電源ボタンを押してユニットの電源をオンにします。
5. 任意のブラウザーで DIVAR IP Dashboard を開きます。これを

実行するには、Web ブラウザーのアドレスバーに「http://
mydivar/dlacockpit」または「http://<DIVAR IPの IP
アドレス>/dlacockpit」を入力して、ENTER キーを押します。
DIVAR IP 2000 Dashboard に、［設定］>［Disk management］
で設定を開く必要があるというメッセージが表示されます。

6. ［設定］をクリックして、設定を開きます。
7. ［システム］を展開して、［Disk management］をクリックしま

す。
8. ハードディスクのストレージ容量をシステムに追加するには、表

示された指示に従います。
9. ハードディスクのセットアップが完了すると、ディスクキャリア

の右側にある各ディスクのステータス LED が青に変わります。
 

関連項目：
– 本体のセットアップ, ページ 16

システムの更新
次の手順ではシステムを手動で更新する方法について説明します。

DIVAR IP を手動で更新するには、次の手順に従います。
1. DIVAR IP Dashboard で、ツリー構造の［Device monitor］を

クリックします。
2. ［Update manually］をクリックします。

更新ファイルを参照できるダイアログボックスが表示されます。

8.5
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注意!

システムがインターネットに接続されている場合、システムは自動的
に更新を確認します。更新が利用可能な場合は、直接ダウンロードし
てインストールできます。システムがインターネットに接続されて
いない場合は、製品ページから最新の更新パッケージを手動でダウン
ロードできます。システムの更新には、すべてのコンポーネントおよ
びカメラデバイスが含まれます。更新には約 5～10 分かかり、更新
処理中は録画が中断されます。

IP Helper ツールの使用
Bosch の IP Helper は、ネットワーク内に存在するすべての IP デバイ
スとその IP アドレスを表示できる軽量の Windows ツールです。こ
のツールを使用すると、専門的な知識を必要とせずに、IP デバイスの
IP アドレスの検索や IP デバイスのネットワーク設定を迅速かつ簡単
に行うことができます。IP Helper は、直接実行可能なプログラムで
す。インストールは必要ありません。IP Helper は、ネットワーク内
の任意の PC を使用して開くことができます。IP Helper は、USB メ
モリから直接開くこともできます。
IP Helper ツールは以下からダウンロードできます。
– DIVAR IP 2000 の製品ページのオンラインカタログ
– http://mydivar.com

DIVAR IP システムを検索するには、次の手順に従います。
1. IP Helper ツール（iphelper.exe）をダブルクリックします。
2. ネットワーク内に存在するすべての IP デバイスとその IP アド

レスを表示するダイアログボックスが開きます。設定する
DIVAR IP システムを検索して、その IP アドレスを書き留めま
す。
注意：DIVAR IP システムを識別するには、LED の点滅を押しま
す。

8.6
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エンドユーザー使用許諾契約書（EULA）
この章では、Microsoft Windows Storage
Server 2008 R2 Standard に関する Microsoft 使用許諾契約書の条
件について説明します。
以下のページをよくお読みください。

9
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